
４月７日（土）～５月６日（日）　※主に土・日曜日、祝日
伊賀市街地と上野公園
伊賀鉄道「上野市」駅下車すぐ

【問い合わせ】 伊賀上野NINJAフェスタ実行委員会事務局（伊賀市観光戦略課内）
　　　　　 　TEL. 0595-22-9670（平日のみ）
　　　　　 　TEL. 090-7602-9100（期間中の土・日曜日、祝日の午前９時～午後６時）

～伊賀上野 忍者市で 遊ぶ春～
伊賀上野
NINJAフェスタ2018
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　忍者を満喫できる春の恒例イベント「伊賀
上野 NINJA フェスタ 2018」が始まります。
　「忍者変身処」や「まちかど忍者道場」のほか、
今年も「忍者フォトキャンペーン」を開催します。インスタグラムで伊賀
上野 NINJA フェスタ公式アカウント（@igauenoninjafesta）をフォロー
し、忍者衣装を着用した画像や動画にハッシュタグ「#ninjafesta2018」
をタグ付けして投稿すると、入賞者には豪華商品が当たります。
　その他、期間中にはさまざまな日替わりイベントも開催されますので、
ぜひ忍者気分を楽しみにお越しください。

　美しい星空が広がる自然豊かな鈴鹿山麓中腹
に建てられた鈴鹿峠自然の家天文台「童夢」。直
径3.5ｍの天文台には、口径40cmの大型天体望
遠鏡が設置され、季節により月のクレーターや
土星の輪、星雲・星団をはっきり見ることがで
きます。毎月、無料開放を行っていますのでぜ
ひお越しください
※無料開放日など詳しくは、インターネットで
　「鈴鹿峠自然の家」と検索してください。
※雨天・曇天の場合は観察できません。

鈴鹿峠自然の家天文台「童夢」
（亀山市関町沓掛123）

【問い合わせ】 教育委員会生涯学習課社会教育グループ
TEL. 0595-84-5057
※無料開放当日のみ
　TEL. 090-5114-1670

ところ

亀山市

鈴鹿峠自然の家　
天文台「童夢」
～夜空の神秘に触れて～

鈴鹿峠自然の家　
天文台「童夢」
～夜空の神秘に触れて～
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　金の卵プロジェクトが２月２４日、ロンドンオリン
ピックバレーボール銅メダリストの迫田さおり選手
と中道瞳選手を招いて土山体育館で開かれ、小中
学生約１５０人が参加しました。
　このプロジェクトは、子どもたちに一流スポーツ
選手などとの交流を通して、将来の夢を描いてもら
うことを目的としています。

　子どもたちは、
両選手からバレー
ボールの技術だ
けでなく、仲間を
思いやる気持ち
の大切さなどを
学び、とても貴重
な経験となった
ようです。

　五穀豊穣を祈願するお田植え祭りが３月２１日、
甲南町池田の檜尾神社で執り行われました。
　この祭りは、田植えのまね事を演じ、イネの順調
な生育を祈る農耕行事で、市の無形民俗文化財に
指定されています。
　境内では、天狗の面をつけた役の指示に従い、
すげ笠をかぶった３人の子どもが、苗代の苗取り作
業や田植えの様子を表現しました。
　祭りに集まっ
た地域の方は、

「春が、そして
田植えの時期
がくるんだな」
と伝統行事を
見ることで、春
の訪れを感じ
ていました。

　第１３回甲賀市美術展覧会が２月２４日から３月４
日まで、あいこうか市民ホールと碧水ホールで開催
され、平面、工芸・立体、書、写真の４部門に応募が
あった２９５点の力作が並びました。
　３日に催されたウエルカム・ロビーコンサートで
は、バイオリンの合奏で、おなじみの日本の歌など
が演奏され、来場者は、芸術を身近に楽しむ機会と
なりました。
　各部門の甲賀市展賞受賞者は、次の皆さんで
す。（敬称略）

　２月２３日から３月２日の間、姉妹都市である米国
ミシガン州から中学生２０人と引率者５人が、市内
でホームステイしながら日本の学校生活や暮らし、
伝統文化などを体験しました。
　体験活動で生徒らは、忍者衣装を身に付け、甲

賀流忍術屋敷等を見学しま
した。屋敷内の仕掛けなど
の説明を受け、テレビやア
ニメではないリアルな忍者
像について真剣に聞いて
いました。
　忍術屋敷のほか、水口城
資料館や信楽の窯元散策
路も訪れ、市の伝統や文
化、魅力に触れました。

▲田植えの様子を表現する子どもたち

▲迫田選手から指導を受ける児童
▲多彩な作品が並ぶ会場

オリンピックメダリストが直接指導
～金の卵プロジェクト バレーボールクリニック～

春の訪れを告げる伝統行事
～甲南・檜尾神社 お田植え祭り～

芸術を身近に楽しむ
～甲賀市美術展覧会～

ミシガン州からＮＩＮＪＡ現る
～ミシガン州中学生国際交流～
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◀忍術屋敷内の仕掛けを
　真剣に聞く生徒ら
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平面／濵浦敦子
「I know who I am」
工芸・立体／中西つさ子

「花車（和紙ちぎり絵）」
書／長谷川暢宇

「袁宏道詩」
写真／小谷博司

「天空の人々」
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町 を 元 気 に

　今回は、2月に開催された平成29年度全国林業グループコンクールで近
畿ブロックの代表として出場し、林野庁長官賞を受賞した甲賀愛林クラブ�
（甲賀木の駅プロジェクト）の皆さんにお話を伺いました。このコンクー
ルは、林業技術の向上や林業経営の発展のために開催されており、市内か
ら全国大会に出場したのは当クラブが初めてです。

▲��コンクールで表彰を受ける中村典
也会長（左）と大原久和さん（中）▲��薪割り体験をする親子

甲賀愛
あ い 　 り ん

林クラブ
（甲賀木の駅� �
プロジェクト）▲��中村さん（左）、大原さん（中）、竹中島さん（右）
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